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４ ３ ２ １ 
番
号 

福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
早
期
発
効
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情 

個
人
情
報
請
求
調
停
事
件
に
関
す
る
相
馬
市
の

対
応
に
係
る
陳
情
書 

国
に
対
し
「
女
性
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議
定
書

の
す
み
や
か
な
批
准
を
求
め
る
意
見
書
」
提
出

に
つ
い
て
の
陳
情 

保
有
個
人
情
報
開
示
請
求
第
七
十
八
条
に
関
す

る
介
護
保
険
の
認
定
調
査
票
の
作
成
等
に
関
す

る
陳
情
書 

件 
 

 
 

 
 

 
 

名 

相
馬
市
内 

相
馬
市
内 

相
馬
市
内 

相
馬
市
内 陳 

情 

者 

住 

所 

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
福
島
県
連
合
会 

相
馬
地
区
連
合
会 

議
長 

相
馬
市
民 

新
日
本
婦
人
の
会
相
馬
班 

代
表 

相
馬
市
民 

陳 

情 

者 

氏 

名 

    

備
考 



 １ 
 

保
有
個
人
情
報
開
示
請
求
第
七
十
八
条
に
関
す
る
介
護
保
険
の
認
定
調
査
票
の
作
成
等 

に
関
す
る
陳
情
書 

 

要
旨 「

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
法
律
（
抄
）
七
十
八
条
関
係
に
つ
い
て
」
開
示
請
求
は
、
通
算
六
回
に
及
ぶ
が
、
都
度
、
箇
条
書
き
的
黒
塗
り
で
、
こ
れ

は
、
人
の
顔
に
泥
を
塗
る
行
為
で
、
非
民
主
的
で
、
死
ぬ
ま
で
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
続
く
こ
と
を
思
う
と
こ
の
苦
渋
に
耐
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、

や
め
て
下
さ
い
。 

 

理
由 介

護
保
険
関
係
者
は
、
「
法
に
則
り
、
実
施
し
て
い
ま
す
。
」
が
、
常
用
語
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
法
が
全
て
に
正
し
い
と
は
限
ら
ず
、
人
間
社
会
に

お
い
て
は
社
会
性
が
常
に
求
め
ら
れ
る
。
刑
法
で
も
な
く
、
介
護
保
険
は
、
人
間
社
会
に
お
け
る
規
範
で
あ
る
「
慈
し
み
」
「
寄
り
添
い
」
「
互
助
」
が

求
め
ら
れ
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
客
観
的
中
立
性
が
担
保
さ
れ
る
。 

介
護
に
携
わ
る
市
の
職
員
で
あ
れ
ば
、
絶
対
か
つ
必
要
不
可
決
で
あ
る
が
、
実
態
は
真
逆
で
、
被
保
険
者
た
る
市
民
を
、
踏
み
台
に
し
、
犠
牲
を
強
い

て
い
る
。 

平
成
十
二
年
四
月
一
日
介
護
保
険
法
制
定
以
来
、
市
及
び
関
係
者
は
何
を
行
っ
て
来
た
の
か
、
法
の
準
用
、
運
用
等
の
生
き
た
細
則
を
怠
っ
て
来
た
の

で
は
な
い
か
。 

「
軽
度
者
に
対
す
る
介
護
用
ベ
ッ
ト
の
貸
与
の
状
況
」
を
見
れ
ば
、
全
く
低
廉
で
近
隣
、
他
自
治
体
と
比
較
す
れ
ば
、
判
明
す
る
。 

こ
の
よ
う
な
、
相
馬
市
の
実
態
を
、
広
く
、
市
民
を
代
表
す
る
議
員
各
位
が
承
知
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
陳
情
す
る
も
の
で
あ
り
、
意
見



１ 

陳
述
の
機
会
が
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

な
お
、
関
係
参
考
資
料
と
し
て
次
の
二
点
を
添
付
し
ま
す
の
で
、
ご
見
分
下
さ
い
。 

 

一
、
令
和
六
年
十
二
月
十
九
日
の
資
料 

二
、
令
和
六
年
十
一
月
十
六
日
の
資
料 

  

令
和
七
年
一
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

相
馬
市
内 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

相
馬
市
民 

 

相
馬
市
議
会
議
長 

高
玉 

良
一 

様 



２ 
 

国
に
対
し
「
女
性
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議
定
書
の
す
み
や
か
な
批
准
を
求
め
る
意
見
書
」 

提
出
に
つ
い
て
の
陳
情 

 

陳
情
趣
旨 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

女
性
差
別
撤
廃
条
約
は
、
一
九
七
九
年
に
国
連
で
採
択
さ
れ
、
女
性
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
い
か
な
る
形
態
の
差
別
も
受
け
な
い
権
利
と
平
等
の
権
利

を
保
障
し
て
い
ま
す
。
法
律
や
制
度
、
規
則
の
中
に
あ
る
差
別
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
の
慣
習
や
慣
行
に
お
け
る
性
差
別
を
も
な
く
し
て
事
実
上
の
平
等
実

現
を
求
め
る
内
容
で
、
現
在
締
約
国
は
百
八
十
九
、
日
本
は
一
九
八
五
年
に
批
准
し
て
い
ま
す
。 

選
択
議
定
書
は
、
こ
の
条
約
の
実
効
性
を
強
化
す
る
た
め
に
一
九
九
九
年
、
あ
ら
た
め
て
採
択
さ
れ
た
も
の
で
、
「
個
人
通
報
制
度
」
と
「
調
査
制
度
」

の
二
つ
の
手
続
き
を
規
定
し
て
い
ま
す
。
「
個
人
通
報
制
度
」
に
よ
っ
て
、
条
約
で
保
障
さ
れ
た
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
個
人
が
、
国
内
の
救
済
手
続
き
を

尽
く
し
て
も
救
済
さ
れ
な
い
場
合
に
国
連
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
に
申
し
立
て
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
百
十
五
カ
国
が
批
准
し
て
い
ま
す

が
、
日
本
は
ま
だ
批
准
し
て
お
ら
ず
、
日
本
の
女
性
の
権
利
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
国
際
基
準
に
引
き
上
げ
る
た
め
に
も
、
選
択
議
定
書
の
早
期
批
准
は

急
務
で
す
。 

男
女
平
等
度
を
示
す
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
」
で
日
本
は 

二
〇
二
三
年
、
百
四
十
六
カ
国
中
百
二
十
五
位
と
過
去
最
低
と
な
り
ま
し
た
。
選

択
議
定
書
の
批
准
は
、
個
人
に
救
済
の
道
を
開
く
に
と
ど
ま
ら
ず
、
司
法
、
立
法
、
行
政
の
場
で
女
性
差
別
撤
廃
条
約
を
生
か
し
て
具
体
的
に
差
別
撤
廃

を
す
す
め
る
力
に
な
り
ま
す
。 

昨
年
十
月
、
国
連
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
は
日
本
に
対
し
四
回
目
の
勧
告
を
行
い
ま
し
た
。
第
五
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
で
は
、
「
諸
課
題
の
整

理
を
含
め
、
早
期
締
結
に
つ
い
て
真
剣
な
検
討
を
進
め
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
早
期
に
国
会
で
審
議
し
、
政
府
は
批
准
に
向
け
た
準
備
に
入
る
べ
き
で
す
。

日
本
政
府
に
選
択
議
定
書
批
准
を
求
め
る
意
見
書
を
あ
げ
た
地
方
議
会
は
、
十
二
府
県
議
会
を
含
め
二
百
七
十
九
に
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
の
動
き
を
さ
ら
に



２ 

広
げ
る
た
め
に
、
貴
議
会
に
お
い
て
も
国
会
と
政
府
に
対
し
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議
定
書
の
す
み
や
か
な
批
准
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
す
る
よ

う
、
陳
情
し
ま
す
。 

  

陳
情
事
項 

 

 

一
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議
定
書
を
す
み
や
か
に
批
准
す
る
こ
と 

  

令
和
七
年
二
月
十
九
日 

 

 
 

 

相
馬
市
内 

新
日
本
婦
人
の
会
相
馬
班 

代
表 

 

  

相
馬
市
議
会
議
長 

 

高
玉 

良
一 

様 

 



 ３ 
 

個
人
情
報
請
求
調
停
事
件
に
関
す
る
相
馬
市
の
対
応
に
係
る
陳
情
書 

 

要
旨 令

和
七
年
二
月
十
八
日
に
相
馬
簡
易
裁
判
所
で
開
催
さ
れ
た
当
該
事
件
の
呼
出
状
に
も
拘
わ
ら
ず
、
相
馬
市
の
担
当
者
は
、
欠
席
し
た
の
で
、
調
停 

に
至
ら
ず
、
裁
判
官
に
よ
り
、
不
成
立
の
判
断
が
な
さ
れ
た
。 

独
立
性
、
公
共
性
の
高
い
簡
易
裁
判
所
の
調
停
を
無
視
、
不
成
立
と
し
た
行
為
は
言
語
同
断
で
あ
っ
て
、
お
よ
そ
、
行
政
執
行
者
と
し
て
の
行
動
で
は

な
い
の
で
、
そ
の
欠
席
の
理
由
と
反
省
す
べ
き
点
は
な
い
か
を
問
う
も
の
で
あ
る
。 

 

理
由 保

有
個
人
情
報
開
示
決
定
通
知
書
下
欄
（
教
示
）
一
、
二
、
三
、
に
相
馬
市
を
被
告
と
し
て
提
起
（
訴
）
で
き
る
も
の
と
さ
れ
る
（
別
添
一
）
の
で
、

令
和
七
年
一
月
七
日
受
け
を
も
っ
て
相
馬
簡
易
裁
判
所
に
「
調
停
申
立
書
」
（
別
添
二
）
を
提
出
、
同
日
、
受
付
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

こ
の
こ
と
の
よ
り
、
令
和
七
年
一
月
十
六
日
付
け
を
も
っ
て
、
「
期
日
呼
出
状
」
（
別
添
三
）
が
送
達
さ
れ
た
。
（
当
然
、
市
担
当
者
に
も
同
時
送
達

さ
れ
て
い
る
。
）
が
市
担
当
者
は
欠
席
し
た
の
は
、
裁
判
を
冒
涜
す
る
も
の
で
あ
り
、
申
立
人
を
軽
ん
じ
て
い
る
。 

よ
っ
て
、
斯
か
る
陳
情
書
の
提
出
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
意
見
陳
述
（
趣
旨
説
明
）
の
機
会
が
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

 別
添
添
付
資
料 

一
、 

保
有
個
人
情
報
開
示
決
定
通
知
書
（
教
示
）
一
、
二
、
三
、 



３ 

二
、 

調
停
申
立
書 

三
、 
記
日
呼
出
状 

 
 

 

令
和
七
年
二
月
二
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

相
馬
市
内 

相
馬
市
民 

 

相
馬
市
議
会
議
長 

高
玉 

良
一 

様 



 ４ 
 

福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
早
期
発
効
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情 

 

陳
情
趣
旨 

令
和
六
年
春
闘
結
果
で
の
賃
上
げ
率
は
三
十
三
年
ぶ
り
の
定
昇
込
み
五
％
台
の
賃
上
げ
を
実
現
し
た
一
方
で
、
中
小
組
合
の
賃
上
げ
は
定
昇
込
み
四
％

台
に
留
ま
り
、
生
活
が
向
上
し
た
と
実
感
し
て
い
る
人
は
少
数
に
と
ど
ま
り
、
個
人
消
費
は
低
迷
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
物
価
高
が
勤
労
者
家
計
を

圧
迫
し
て
き
た
こ
と
に
加
え
て
、
中
小
企
業
や
適
切
な
価
格
転
嫁
・
適
正
取
引
が
進
ん
で
い
な
い
産
業
な
ど
で
働
く
多
く
の
仲
間
に
こ
の
流
れ
が
十
分
に

波
及
し
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
、
賃
上
げ
と
適
切
な
価
格
転
嫁
・
適
正
取
引
の
す
そ
野
が
広
が
ら
な
け
れ
ば
、
デ
フ
レ
に
後
戻
り
す
る
懸
念
す
ら
あ
り
、

最
低
賃
金
近
傍
で
働
く
者
の
暮
ら
し
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。 

社
会
や
産
業
・
企
業
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
べ
く
、
中
長
期
を
見
据
え
た
「
人
へ
の
投
資
」
が
不
可
欠
で
あ
り
、
ス
テ
ー
ジ
転
換
に
向
け
て
大
き
な
一

歩
を
踏
み
出
し
た
今
こ
そ
、
「
賃
金
も
物
価
も
上
が
ら
な
い
」
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
社
会
的
規
範
を
変
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

さ
ら
に
は
、
人
手
不
足
を
補
う
た
め
雇
用
形
態
の
多
様
化
は
依
然
と
し
て
存
在
し
て
お
り
、
低
賃
金
・
長
時
間
労
働
な
ど
問
題
を
解
消
す
べ
く
、
福
島

県
の
人
口
流
出
抑
制
策
と
な
る
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
早
期
発
効
は
重
要
な
政
策
と
考
え
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
「
賃
金
の
経
済
政
策
」
と
な
る
最
低
賃
金
引
き
上
げ
の
重
要
性
を
強
く
認
識
し
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の

規
定
に
よ
り
、
政
府
関
係
機
関
並
び
に
福
島
労
働
局
長
に
対
し
、
意
見
書
を
提
出
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  陳
情
事
項 

一
．
福
島
県
最
低
賃
金
を
速
や
か
に
時
給
一
〇
〇
〇
円
に
到
達
さ
せ
る
こ
と
。 



４ 

特
に
、
国
際
情
勢
に
起
因
す
る
物
価
上
昇
と
円
安
の
影
響
は
、
働
く
者
の
生
活
を
よ
り
厳
し
く
し
て
お
り
、
最
低
賃
金
の
着
実
な
引
き
上
げ
は
継
続

す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
新
総
理
の
所
信
表
明
演
説
に
お
け
る
二
〇
二
〇
年
代
に
全
国
平
均
を
一
五
〇
〇
円
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
と
述
べ
た
積

極
的
な
姿
勢
を
重
く
受
け
止
め
て
い
た
だ
き
た
い
。 

二
．
中
小
企
業
等
が
、
原
材
料
価
格
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
み
な
ら
ず
、
最
低
賃
金
引
上
げ
原
資
の
確
保
を
含
め
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
生
み

出
し
た
付
加
価
値
の
適
正
分
配
、
働
き
方
も
含
め
た
「
取
引
の
適
正
化
」
の
定
着
に
向
け
、
「
労
務
費
の
適
切
な
転
嫁
の
た
め
の
価
格
交
渉
に
関
す

る
指
針
」
の
周
知
・
浸
透
の
強
化
を
図
り
、
指
針
に
沿
っ
た
適
切
な
企
業
行
動
と
な
る
よ
う
促
さ
れ
た
い
。 

三
．
最
低
賃
金
引
上
げ
は
賃
金
の
多
寡
と
人
口
移
動
の
相
関
関
係
も
示
さ
れ
て
お
り
、
労
働
力
確
保
や
人
口
流
出
抑
制
等
も
多
様
な
政
策
誘
導
と
し
て
取

り
組
む
こ
と
。 

四
．
福
島
県
最
低
賃
金
の
改
定
諮
問
時
期
は
、
労
働
者
間
の
均
衡
や
景
気
へ
の
影
響
も
考
慮
し
、
可
能
な
限
り
早
期
の
発
効
に
努
め
る
こ
と
。 

五
．
最
低
賃
金
の
改
定
額
を
踏
ま
え
、
公
契
約
に
お
け
る
賃
金
や
労
働
条
件
に
下
方
圧
力
が
か
か
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
賃
金
保
証
型
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
第
九
十

四
号
条
約
に
準
拠
）
を
基
準
条
項
に
盛
り
込
ま
せ
た
公
契
約
条
例
制
定
の
検
討
を
行
う
こ
と
。 

  

令
和
七
年
二
月
二
十
八
日 
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